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毅
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完
)

財

部

静

治

十
四

経
済
循
環
型
の
解
繹
を
試
み
ん
ε
し
て
、
一
般
學
説
を
立

つ
る
も
、
そ

の
償
値
疑
は
し
き
こ
&
は
前
に
説
け
り
、

此
主
旨
よ
り
せ
ん
か
、
諸
恐
慌

の
至
要
相
如
何
に
.よ
り
、
恐
慌
に
種
々
の
別
を
認

め
、
少
く
と
も
之
に
種

々
の
意
.

.

義
を
俘
ふ
こ
ε
を
明
か
に
す
る
は
、
景
氣
攣
動
の
實
際
観
察
眼
を
、
養
ふ
の
助
け
ε
し
て
有
益
な
り
、
就
中
特
殊

　

む

　

ロ

　

産
業
又
は
特
定
挾
小
地
域
に
關
す
る
も
の
達
し
て
、
部
分
的
恐
慌
ε
も
謂
は

、
、
言
ひ
得

へ
き
も

の
存
す
る
は
、

失
う

注
意
す
る
の
値
あ
り
、
そ
は
多
く
は
そ
の

一
小
部
分
に
関
す
る
、
需
給
關
係

の
大
推
移
あ
り
し
に
よ
る
、
而

も
亦
或
は
風
俗
、
流
行

の
攣

に
よ
り
、
実
然

一
商
品
を
斥
く
る
こ
ε
、
生
産
事
情
特
に
技
術

の
.愛
化

、
.假
令
は
新
.

機
械

の
採
用
、
副
産
物

の
利
用
可
能
を
新
π
に
獲
見
せ
る
こ
ε
弊
に
よ
り
、
供
給
過
多
を
促
す
ご
ε
あ
る
へ
し
、

今
春
京
都
市
隣
接
町
村

に
於
け
る
、
蔬
菜
作

一
般
に
豊
作
な
り
し
穴
め
、
特
に
日
用
品

ε
し
て
需
用
多
き
、
葱
の

供
給
過
多
及
代
償
崩
落
を
促
し
、
昨
春
市
内
に
て

}
本

一
銭
、
産
地
に
て

一
反
歩
分
二
百
圓
塁
を
越

へ
じ
も
の
今

春
は
三
十
乃
至
四
十
圓
璽
に
落
ち
し
か
な
め
に
、

一
時
そ
の
生
産
者
を
窮
境
に
陥

る
れ
し
か
如
き
、
(本
隼
三
月
+
「
.

口
回
出
新
聞
峯
照
》
.之
か

一
例
に
供
し
得

へ
く
、
そ
の
事
例
は
同
時
に
叉
、
.そ
の
生
産
及
販
費
條
件
気
候
及
季
節
に
制

せ
ら

る
、
こ
ε
多
き
、
.一
.般
農
業
事
情

の
特
色
に
基

つ
ぐ
、
特
殊
現
象
を
推
測
せ
し
む
る
に
足
る
、
太
れ
国
民
の

大
部
分
農
民
よ
り
成
り
し
、
前
世
紀
前
年
中

の
濁
逸
に
あ
り
て
は
、

一
般
物
償
及
相
場

の
攣
動
、
恐
慌
現
象
は
穀

論

説
.

経
済
循
環
期
論
西
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四
六
)

七
六
四

作
の
粒
批慢
事
情
…ε
密
接
な
る
閻
…係
あ
り
、
.そ
の
全
脛
濟
生
活
に
及
ぼ
す
畑影
響
上
、
.
.
農
業
㎝は
一造
か
に
商
工
業
を
凌
ぎ

穴
り
、
農
民
金
銭
に
不
足
せ
す
ん
は
、
.全
國
民
も
亦
之
を
有
し
た
り
、
乃
ち
豊
作
は
農
民

の
購
買
力
を
高
め
、
そ

の
需
用
櫃
大
に
よ
り
、

一
般
物
償
を
高
め
起
.る
後
、
商
工
業
を
活
躍
せ
し
め
、
次

い
で
叉
そ
の
生
産
過
剰
を
促
し

以
前

の
反
動
は
こ

、
に
避
け
兼
ね
る
に
至
る
、
一
面
凶
作
は
農
民

の
購
買
力
を
減
せ
し
め
、
從
ひ
て

一
般
貨
物

の
販

路
を
停
塞
せ
し
め
、商

工
業
を
恐
慌
に
陥

む
ら
し
.む
る
の
、
「普
通
關
係
み
り
き
、特
に
叉
前
世
紀
二
十
年
代
に
あ
白

む

む

む

む

て
ば
、
恰
も
農
業
の
大
撲
張
及
打
続
け
る
大
豊
作
に
よ
り
、
穀
債

の
大
低
落
ε
な
り
、
所
謂
農
業
恐
慌

》
鳴
p
鳥
「賦
の

を
惹
起
し
、
引

い
て
又
経
済
界

の

一
般
災
難
を
惹
起
せ
る
の
事
例
あ
り
き
、
こ
は
八
十
年
代
及
九
十
年
代
の
初
め

に
於
け
る
、
同
国
農
界
の
悲
況
か
、
寧

ろ
引
続
け
る
不
承
氣
現
す

へ
く
、
又
交
通
方
便
の
改
善
、
及
経
済
開
化
普

及

の
結
果
」
新
開
諸
國
よ
り
挑
ま
れ
し
、
競
争

の
な
め
惹
起
さ
れ
し
穀
僧
暴
落
に
、
そ
の
主
因
を
蹄
せ
.る
ε
、
大

囲

に
そ
の
趣
を
異
に
せ
る
黙
に
し
て
、
我
邦
の
如
く
今
猶
農
民

の
割
合
に
、
富
め
る
国
柄
ε
し
て
は
、
銘
記
す

へ
き

所
な
匁
、
由
来
年
々

一
定
.の
季
節
に
、
過
去

の

一
年
叉
は
半
期
内
に
於
け
る
、
.経
済
界
の
大
勢
を
報
告
す
る
の
義

務

叉
は
慣
例
を
宿
せ
る
、
朝
野
財
界
幾
多

の
亘
頭
か
、

一
面
金
融
及
物
債
の
推
移
を
翠
一

る
に
敏
に
し
て
、
勢
働

市
場
特
に
賃
銀
の
愛
動
を
、
黙
殺
す

る
の
弊
あ
る
建
共
に
、

一
.面
外
國
貿
易

の
起
伏
に
、
.一
喜

一
憂
す
る
の
明
あ

り
な
か
ら
、
重
現
す

へ
き
國
内
市
場

の
推
移
に
は
、
言
及
せ
さ
る
の
弊
あ
る
に
似
な
る
を
想
起
し
、
特
に
之
を
懐

は
す
ん
は
非
す
。

一
般
恐
慌
に
つ
き
、
學
者
は
種
々
の
分
類
を
試

み
た
り
、
.さ
れ
ε
吾
人
は
比
熱
に
付
、
か
の
恐
慌
を
汎
博

に
脛

濟
隆
昌
よ
り
不
景
氣
歌
態

へ
の
馬

一
愛
轄
ご
解
せ
す
し
て
、
狭
く
経
済
状
態

の
刻
し
き
急
動
働
ε
、
解
し
セ
る
レ
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■

ギ
シ
ス
の
所
説
を
以
て
、
巧

み
な
り
ε
考
ふ
る
者
な
り
▼
上
来
誘
け
る
所
持
に
.第
十
・一
筋

の
所
説

ε
、
重
盗
す
る

黙
な
し
&
せ
さ
る
も
マ
有
益
な
る
を
以
て
今
之
を
骨
予
定
し
「
少
し
く
説
明
す
る
所
あ

る
へ
し
。

一
恐
慌
は
種

々
の
観
照
よ
り
、
種
々
の
意
義
に
よ
り
現
は
る
、
乃
ち
需
用
を
超
過
す
.へ
き
生
産
損
張
に
よ
り
、

り

む

む

む

恐
慌
か
特
定
の
諸
方
面

へ
惹
起
さ
る

ふ
程
度
に
於
て
は
、
生
産
恐
慌
た
り
、
代
便

の
投
機
的
競
り
上
げ
ε
關
聯
す

む

　

ロ

ロ

む

る
か
な
め
に
、
投
機
恐
慌
な
り
、
そ

の
利
用
に
か
＼
る
信
用
購
買
力
は
、
結
局

そ
の
高
ま
れ

る
対
償
に
て
は
最
早

む

む

　

　

ダ

之

か
補
填
を
期
し
得
さ
る
か
た
め
に
、
信
用
恐
慌
.た
り
、
而
し
て
恐
慌

の
是
等
譜
面
は
、
種

々
の
程
度
に
よ
り
刻

せ
ら
る
へ
く
、
特
忙
後

の
二
者
は
第

一
面
よ
り
も
、
附

か
強
大
に
、
叉
蓬
か
に
厳
き
動
観
範
園
に
亘
り
て
、
.顯
は

.

れ
得

へ
し
、
.叉
廣
義
の
投
機
中
に
は
、
瞥
利
活
動
に
當
れ

る
生
産
者
た
ら
す
、
寧

ろ
唯
出
來

る
丈
け
高
き
利
益
を

齎

ら
す
へ
き
、
放
資
を
求
め
ん
ご
す
る
、
多
数

の
人
も
亦
預
る
、
か

当
る
人

々
の
希
望

冠
し

て
、
景
氣
昂
進
期
中

に
は
、
特
に
新
設
會
泣

の
株
に
、
そ
の
放
資
物
鎧
を
求
め
ん
ε
し
、
　同
種

の
株

は
恰
も
亦
そ
の
際
、
特
に
豊
富
に

提

供
せ
ら
れ
又
穂
揚
せ
5
る
・
を
働
手

、
さ
れ
妥

そ
の
以
前
に
古
一
よ
わ
取
引
さ
れ
な
る
、
株

の
相
場
上
騰

も
、
公
衆
を
刺
戟
し
て
、
投
機
的
購
入
に
當
ら
し
め
、
過
去
最
近

の
高
配
當
は
、
常
に
爾
そ
の
高
率
を
続
く
る
か

如
く
取
扱

は
れ
て
、
相
場
に
還
元
せ
.ら
る
、
否
取
引
所
は
將
來
に
つ
き
て
も
荷
、
益

々
繁
榮
な
る

へ
き
結
果
を
豫

.

吉
す
、
そ
の
間
轡
業
的
投
機
は
大
膳
な
る
買

ひ
進

み
に
出
て
＼
、
そ
の
先
鋒
ε
な
り
、
大
小
資
本
家

の
群
は
、
そ
の

㌧例
に
倣

猷
て
績
行
ず
。
而
し
て
か
N
る
有
償
證
券

の
投
機
に
あ
り
て
も
亦
、
信
用
は
常

に
人
な
る
勤
め
を
な
す

へ

し

、
定
期
取
引
に
於
け

る
買
入
契
約
は
、
法
律
的
に
は
然
ら
す
ε
す
る
も
、
そ
の
経
済
上

の
影
響
よ
り
せ
は
、
信
用

.

敢
引
に
厨
ず
、
こ
は
そ
の
履
行
を
延
期
す
る
に
よ
り
て
明
か
な
り
、
き

れ
ご
又
現
物
取
引
に
あ
り
て
も
、
購
入
而

論

観

経
漕
循

環
期
論
)四
."完
)
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論
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縄
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論
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ム
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八
六

鬼事
投
機
的
私
資
本
尿
よ
り
、
注
文
せ
ら
漏
る
購
入
の
大
部
分
は
、
銀
行
信
用

の
助
力
に
よ
り
て
麟
ま
る
。

惰
賃
證
券

の
投
機
實
現
さ
る
へ
き
舞
豪
は
取
引
所

な
り
、
か
く
て
そ
の
投
機
は

一
定
の
限
ら
れ
な
駒
場
所
内
に

顯

は
れ
、
そ
の
場
所
内
に
あ
り
て
は
俄
然
崩
落

の
影
響
告
亦

」
集
中
的
に
重
大
に
顯

傲
る
、
.從
ひ
て
叉
響
別
σ
酵
.

む

む

む

む

引
所
恐
慌
あ
り
ε
育
ふ
は
可

な
り
、
事
實
上
か

Σ
る
恐
慌
は
、
小
規
模
ご
し
て
は
、
實
際
生
産
事
情

&
無
闕
係
に

特
定
国
債
に
關

す
る
過
度

の
投
機
に
よ
り
惹
起

さ
れ
得

へ
し
、
唯

か
玉
る
特
殊
恐
慌
は
、
地
方
的
意
義
を
有
す
る

に
過
ぎ
す
、
そ
の
結
果
は
投
機
者
中
、
割
合
に
狭
き
範
園
の
み
を
犯
す

へ
く
、
.国
民
経
濟
の

一
般
的
進
路
に
無
關

マ

へ

も

も

マ

へ

も

セ

係
た
る

へ
し
。
さ
れ
ε
實
際

の
取
引
所
恐
慌
ば
、
資
本
本
位
的
生
産
過
剰
に
よ
り
、
惹
起
さ
れ
だ
る

一
般
恐
慌

の

一
使
童
な
り
、
董

・
す
れ
は
、
新
設
工
業
は
景
氣
受
動

の
た
め
・
何
等
の
牧
盆
を
翠
け
実

螢
會
肚

晶

當
は
収

縮
す

へ
き
を
以
て
、
諸
工
業
株
の
相
場
は
下
落
し
、
銀
行
は
そ
の
債
務
者

の
支
彿
不
能
に
よ
り
缺
損
を
生
し
、
安

全
ε
想
は
れ
利
益
催
貴
な
る
證
券

の
相
場
も
亦

、
同
難
を
分
つ
に
至
る
、
藍

し
か

》
る
證
券

の
幾
多
所
有
者
は
、
.

恐
慌

の
結
果
彼
等
に
聾
し
て
獲

せ
ら
る
へ
き
、
出
資
要
求
に
慮
す
る
た
め
に
、
已
む
な
く
是
等
の
證
券
を
費

る
こ

ε

、
な
る

へ
き
を
以
て
な
り
。
人
我
は
謂
は
ん
、
取
引
所
投
機
に
あ
り
て
は
、
甲
者

の
損
失
は
乙
者

の
利
益
に
よ

り
相
殺
さ
る
、
從
ひ
て
全
艦

巳
し
て
の
国
富
は
、
相
場

の
動
揺
に
よ
り
影
響
を
受
け
す
ε
、
現
に

コ
ソ
ラ
ー
ド
込

　

に

之
か
誇
張
を
識
し
め
つ
つ
、
説
い
て
曰
く
取
引
所
投
機

の
結
果
は
、
多
く
は

一
膝
的
に
し
て
、
又
大
に
輕
現
せ
ら

る
、
そ
の
全
國
民
脛
濟
に
及

ぼ
す
損
失
は
、
相
場
下
落

の
だ
め
に
推
測

せ
ら
る
る
程
、
著
し
巳
す
る
を
得

さ
る
こ

ε
遠
し
、
差
し

一
企
業
の
牧
盆
償
額
に
閲

す
る
誇
張
を
、
上
皇

と
せ
る
相
場
騰
貴
は
、
そ
れ
相
慮
な
る
財
産
増
加

を
意
味
せ
さ
る
か
如
く
、
相
場

の
下
落
は
吉
下
に
、
国
民
経
済
上

の
財
産
損
失
を
、
意
嫁
す
る
こ
ご
な
け
れ
鳳
艦

雄心.一{.凸 鋤 」「L邸.一
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「卜

り
、
そ
の
下
落
急
に
起
り
し
際
に
は
、
.軍
δ
好
影
響
あ
り
、
差

し
之
か
な
め
に
長
期
に
亘
り
、
投
機

一6
を
杜
寒
し

㈲

幾
多
高
利

の
植
木
を
、
ぞ
分
胚
種
の
間

に
枯
凋
せ
し
む
れ
は
菰
り
ご
。
さ
れ
&
甲
巻

の
損
失
か
、
乙
者

の
利
益
に

よ
り
相
殺
さ
る
る
は
、
固
有

の
差
額
投
機
に
付
て
の
み
適
.切
な
り
、
そ
の
取
引

に
よ
り
全
盟

こ
し
て
砂
か
ら
さ
る
資

本
額
を
、
全
く
不
生
産
的
用
途

に
保
留
す
る
こ
と
は
、
国
民
経
済
上
之
を
以

て
有
害

&
す

へ
き
主
眼
黙
な
り
、
.而
.

し
て
そ
の
外

「
般
の
取
引
上
、
有
償
證
券

の
相
場

は
、
そ
の
相
場

に
相
當
せ
る
資
本
設
備

の
現
況
を
語

る
へ
き
.

外
部
徴
鐙
に
外
な
ら
す
、
新
株
式
企
業
創
設
ぜ
ち
る
る
も
、
経
済
界
攣
轄

の
π
め
に
、
.そ

の
経
管
償
は
さ
る
こ
ε

立
謹
さ
れ
ん
か
、
そ
の
株

の
相
場
下
落

こ
な
り
、
か
く
て
そ
の
株
主

へ
の
み
な
ら
す
、
國
富

の
上
に
も
亦
、
何
物

に
よ
り
て
も
相
殺
ざ
れ
さ
る
、
實
際
損
失
を
及
ぼ
せ
る
こ
ご
を
苦
く
、
こ
は
既
存
會
枇
に
し
て
、
好
景
気
に
促
さ

れ
を
の
事
業
を
振
張
せ
る
も
、
後
に
そ
の
資
本
利
益
引
続

き
減
少
ぜ
る
も

の
、
或
は
甲
種
ス
は
乙
種

の
企
業
に
し

て
、
虞

ら
く
は
叉
全
然
又
は
大
部
分
失
敗
ご
見

る
へ
き
毛

の
の
株
に
、
莫
大

の
資
本

を
寝
か
し
穴
る
銀
行
に
つ
き

て
も
、
同
様
に
謂
ひ
得

へ
し
、
凡
て
個
人
企
業
の
事
業
状
況
は
"
外
部
よ
り
は
窺
ひ
難
く
、
通
常
そ
の
持
ま
に
よ

り
知
ら
る
る
の
み
な
る
も
、
株
式
企
業
の
實
際
業
況
は
、

【
般
に
會
得
さ
れ
得

へ
き
計
轍
説
示

こ
し
て
、
・
取
引
所

・
凝

せ
・
れ
、
相
饗

・
照
・
　

桑

呪
馨

、
公
衆
・
　

て
は
、
幾
塾

・
大
量
現
饗

し
て
影

山

饗
し
、
、
か
か
る
も
の
巳
し
て
或

は
樂
…槻
灼
熱
分
を
大
に
鼓
舞
し
、
或
は
天

一
狼
狽

へ
.の
惑
溺
脱
却
を
助
長
す

へ
し
」

読

勃
誠
鞭
ぺ諾
諾
際
観
取灘
無
縫

槙
鑓
蟹
麟
ボ彎

曲

得
筑

煮

蓋

・
利
運

ふ
藁

・
、
鮮
明
・
顯
は
鑑

つ
へ
き
を
以
て
考

。
.誘

誰

尉

溌

は
.=
,
.均

諭

脱

縄
濟
㎝臨
環
期
論
(酉
、完

)

・
.

第
八
巻

〔第
六
號
〔

四
九
》

七
六
七

　一
r



艶

凱

経
聾
珊

瑚
論
(四
、完
)

第
八
巻

(第
六
號

玉
9

七
六
八

般
恐
慌

の
前

駆
及
端
緒

紀
る
こ

ε
珍
し

か
ら
す
、
.蓋

し
近
寄

り
凍

り
、

又
事
情
通

に
よ
り
率
先
豫

知
せ
ら

る

へ
き

、

景
熱

沈
衰

は

、
問

瀞
突
然

に
顯

は

蚤
へ
き
、
證
券
相

場
崩
落

に
よ
り
、
,
内
示
さ

る

へ
港
を

以
て
な
り
。

.

む

同
様
に
企
恐
慌

の

一
面
に
過
ぎ
さ
る
信
用
恐
慌
か
、
取
引
所

に
顯
は
る
る
は
、
そ

の
他

の
取
引
上
主
ご
し
て
貨

む

む

む

轡
恐
慌

の
形
式
に
よ
り
、
顯
は
る
る
ご
異
ら
す
、
割
引
歩
合
及
憺
保
貸
附
利
率
の
大
騰
貴
は
、
多
く
は
夙
に
繁
榮

の
最
終
期
に
現
は
る
、
、
そ
の
際
新
自
由
資
本
に
封
ず
る
需
用
は
多
き
に
反
し
、
そ
の
供
給
は
尠
く
、
新
固
定
設
備

と
し
て
、

碍

の
間
何
等

の
牧
盆
を
墨
け
さ
る
書

も
の
に
、
資
李

固
定
せ
.し
む
る
こ
&
多
き
に
從

ひ
、
愈
砂

か
ら
ん
、
さ
れ
こ
か
か
る
利
率
引
締
は
、

一
恐
慌

を
促
す

へ
し
と
限
ら
す
、
寧
ろ
そ
の
反
樹
に
切
泡
せ
ん
ご
す
る

生
産
過
多
に
謝
し
、

一
障
碍
穴
る
の
用
を
な
し
、
恐
慌
の
危
険
を
防
く
ご
と
あ
る
へ
し
、
假
令
は
凋
逸

に
於
て
、

一
九
〇
六
年
末
及

一
.九
〇
七
年
に
於
け
る
高
き
割
引
歩
合
は
、
個
別

の
幾
多
利
害
關
係
者
に
は
、
損
害
を
及
ぼ
せ

る
も
全
盤

看

て
は
、
右
の
意
味
に
よ
り
、
.疑
も
な
く
有
利
の
影
響
を
及
ぼ
せ
り
、
さ
れ
麦

恐
慌

一
且
曝
議

せ
ん
か
、
需
用
せ
ら
る
る
所
最
早
新
資
本
だ
ら
す
、
寧
ろ
現
金
叉
は
現
金

に
等
し
と
想
は
る
る
支
揃
方
便
に
付
異

常
の
突
然
需
用
起
る
、
そ
の
際
…撒
百
萬

の
資
産
を
擁

せ
る
事
務
所
も
、
手
許
に
は
資
金
を
宿
せ
さ
.る
へ
く
、
か
く

て
満
期
ε
な
れ
胤
手
形
を
、
支
彿
ひ
得

さ
る
こ
ご
起

る
へ
し
、
か
か
る
事
情

の
下
、
貨
幣
は
又
そ
の
信
用
以
前
に

於
け
る
本
源
支
配
力
を
牧
め
、
貨
幣
以
外
に
あ
り
て
は
、
無
條
件

の
信
頼
を
博
う
せ
る
銀
行
の
兌
換
劣

の
み
完
全

な
る
支
彿
方
便
な
る
を
立
讃
し
鴛

へ
し
、
特
に
狼
狽
歌
態
に
あ
り
て
は
、
小
切
手
梯
制
は

一
時
厳
足

の
歌
態

に
陥

る
る

へ
し
。
他

の
種

の
貨
幣
恐
慌
は
、
準
備
不
充
分
な
る
銀
行
に
よ
り
、
過
多
の
兌
換
券
稜
行
せ
ら
る
る
に
よ
り

惹
起
さ
れ
得

へ
き
は
、
・假
令
は

一
八
三
ゼ
年

の
米
国

に
於
け
る
か
如
し
、
恰
も
そ
の
以
前
に

一
般

に
行
は
れ
訟
る

』



」

流
遁
方
便
は
、
多
歎
銀
行
の
支
彿
停
止

に
よ
り
馬
突
然
そ
の
直
を
堕
す

へ
し
、
さ
れ
ご
兌
換
券
獲
行
の
櫨
大
典
も

の
は
・
常
に
弘
く
普
及
芸

投
機
熱
の
随
伴
現
象

に
過
享

、
さ
れ
零

や
何
れ

の
厨
に
あ
り
て
も
、
新
党
換
銀

篠

例
に
よ
り
、
獲
行
過
多

の
危
険
は
除

か
れ
、
或
は
著
し
識

少
さ
れ
た
り
。

、

。
..
:

昔
堅

磐

醗

を
・
肇

誌

ご
呼
ぶ
を
例
善

り
、
商
品
取
引

の
停
箋

る
を
以
て
、
倉

販
鷺

誓

も
呼
は
る
・

一
盛

或

は
戦
雲

凶
作
そ
の
他

の
経
濟
的
損
害

の
葛

、
特

に
購
買
力
を
失

ひ
た
る
、
消
費
者
側

よ
り
起
り
或

は
叉
生
産
者
側
よ
り
、
過
度
に
鍵

さ
れ
從

ひ
て
需
碧

超
響

る
、
生
産
あ
る
糞

め
に
惹
起

・

さ
れ
得

へ
し
、
而
も
亦

レ
キ
シ
ス
か
、
・商
業
恐
慌
て
ふ
稠
呼
は
、
固
定
資
本

の
要
度
今
日
に
比
し
て
遙
か
に
尠
く
、

從

ひ
て
生
産
過
多
も
圭
ご
し
て
、
商
品
特
に
海
外
品

の
過
度
な
る
投
機
的
堆
積
ご
し
て
顯
は
れ
た
る
、
醤
生
産
状

態
に
相
慮
し
起
り
&
説
け
石
は
、
欧
洲
経
.濟
史
賢
を
穿
ち
な
る

一
見
解
な
り
、
か
か
る
恐
慌
現
象
ε

て
重
大

の

結
果
を
生
し
・
之
を
英
国
に
も
及

ぼ
せ
る
は
、

天

三
九
年
末
國
に
於

て
企
て
ら
れ
し
、
綿
花
商
業
濁
占

の
計
書

な
ゲ
・
現
今
に
於
て
も
、
商

品
商
業
に
於
け
る
、
此
種

の
投
機
的
逸
軌
は
、
惹
起
さ
る
る
こ
ε
珍
し
か
ら
す
、
そ

の
際
蓄

蕎

業
分
科
丙
に
は
感

慨
ら
し
き
破
綻
に
よ
り
そ
の
終
り
を
告
げ
得
へ
し
、
.さ
鷲

か
壷

濁
に
惹

起
さ
る
へ
き
説

の
影
響
は
、
事
跡
の
性
質
上
各
別
の
範
園
に
限
ら
れ
、
多
直

敬
大
港
都
度

粟

地
の
商
・叩

取
引
所

に
集
中
さ
る
。

錘

の
醗

形
斐

は
所
謂
野

灘

は
・
讐

時
代
に
入
り
て
初
め
て
嚢

せ
り
、
乃
・
鐵
道
起
り
之
か
敷

設

の
ね
め
、
固
定
資
本
は
そ
の
蛮
達

の
新
紀
に
入
り
、
.同
時
に
叉
投
機

の
な
め
に
も
.、
宏
大
な
る
活
動
範
圃
は
開

か
れ
れ
り
・
既

に
三
+
年
代

の
米
国
恐
慌
π
あ
り
て
も
、
當
時
開
始
さ
れ
π
る
鐵
遺

の
過
多
芳

し
こ
零
、
重
大

諦

観
.

経
済
循
環
期
論
A四

、完
)

第

八
巻

{第
六
號

玉

一
)

電
六
九

F
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輪
.
槻

纒
濟
循
猿
期
諭
(四
、完
)

策
入
省

(第
六
號

五
二
)

士
七
〇

の
働
を
な
せ
る
は
、
英
蘭

に
於
け
る

天

四
七
年
の
恐
慌
&
異
ら
す
《
而
し
て
英
米
恐
慌
中
古
き
分
は
、
欧
洲
大

陸
諸
国

に
は
可
な
り
無
闕
係
に
経
過
し
た
り
、
さ
れ
ε

}
八
五
七
年
の
大
恐
慌
に
あ
り
て
は
,
特
に
濁
逸
も
亦
極
.

め
て
重
大
な
る
同
讐

捲
込
ま
れ
な
り
、
覗
中
景
も
劇
を

犯
さ
れ
し
ば
漢
籍

吻
、
同
地

に
於
け
覇

償
は
、

詐
欺
的
偏
位

に
競
り
上
げ
ら
れ
江
り
、
さ
れ
こ
そ
の
他

の
凋
逸
に
あ
り
て
も
亦
、
同
恐
慌
は
そ
㊨
間
幾
多

の
銀
行

企
業
そ
の
他

の
株
式
企
業
を
起
さ
し
め
し

一
創
業
紀

に
、
悦
ば
し
か
ち
さ
る
終
結
を
告
げ
し
め
な
り
。

一
八
七
三
年
五
月
九
ロ
に
於
け
る
縫
包
納

の
取
引
所
相
場
崩
落

審

崔

ぎ

9

起
始
ま
れ
る
同
年

の
恐
慌
は
、

濁
逸
に
於
て
従
来
魏
察
さ
れ
な
る
恐
慌
中
、
最
大
な
り
又
最
も
永
く
持
続

せ
る
も

の
虚
し
て
、
同
時
に
ヌ
典
型
的

事
例
ε
し
.て
引
く
を
得

へ
し
、
そ
の
恐
慌
は
夏
季
纒
過
中
、
漸
次
維
也
納
よ
り
凋
逸
に
波
及
し
、
又
濁
逸

の
土
地

に
於
て
、
既
に
金
く
そ
の
下
地
を
作
ら
れ
起
.る
を
獲
見
せ
り
、
次
い
で
九
月
に
は
、
特
に
竹
の
影
響
を
英
蘭
に
及

燻
し
穴
る

一
新
打
撃
も
、
米
國
よ
り
及
ぼ
さ
れ
、他

の
諸
国
も
殆
ん
と
皆
蒋
礁

「繁
榮
」に
全
く
預
ら
憤
り
し
佛
圃
は
例
外
ε
す
▼

之
に
捲
き
必
須
れ
な
り
、
素
よ
り
佛
國
よ
り
の
繁

藪
+
億
(あ

融

・
大
部
分
畳

警

　

控

潔

し
べ
、
鷹

醍

流

入
し
た
り
.
は
、
慰

・
量

的
影
響
笈

・
芸

も
、
そ
の
変

非
磐

藷

雷

は
、
詰

の
程
藷

於
ズ
手

一だ
さ
る

＼
の
要
あ
り
き
、
詳
言

す
れ
は
、
職
争
中
劃
し
く
使
用
さ
れ
た
る
鐵
道
は
、
そ
の
李
常
歌
態
に
復
路
さ
る

る
の
要
あ
り
、
軌
道
及
蓮
藺
材
料
は
大
部
分
更
新

さ
る
、
の
要
あ
り
、
同
様

に
叉
軍
需
材
料
も
更
新

の
必
要
を
告

げ
、
戦
争
中
に
中
止
さ
れ
な
る
土
木
建
築
工
事
は
、
今
や
活
呪
を
呈
し
殊
に
諸
大
都
市
特

に
人
口
の
急
増
加
を
示

せ
る
伯
林
に
於
て
、
幾
重
に
も
息
切
居
る
住
居
難
を
訴

へ
」し
か
育
め
に
、
愈
そ
の
勢
を
強
め
写
.そ
の
他
戦
争

の
な

あ
に
後
廻
は
し
ビ
な
り
居
止
る
幾
多

の
事
業
は
、
今
や
勢
よ
く
着
手
さ
れ
た
り
、
特

に
又
容
易
に
首
肯

さ
れ
得

へ



.㌔

.

き
ヤ
樂
親
的
氣
分
の
影
響
を
受
け
、熱
烈
な
る
企
業
心
活
躍
し
、
高
き
物
償
、
貨
幣
の
潤
澤
ε
相
俟
ち
て
無
数

の
新

創
業
と
し
て
實
現
さ
れ
た
り
、
特
に
是
等
の
大
部
分
は
、既
存
企
業
を
株
式
會
臥肌
に
攣
更
す
る
こ
ε
よ
り
成
り
、
而

も
亦
そ
の
手
縫
上
持
込
ま
れ
だ
る
財
産
物
件
は
、
過
大

の
見
積
代
贋
に
よ
り
新
會
肚
に
移
さ
れ
π
り
、
.(
コ
ン
ラ
ー
ド

の
訓
説
ゼ
る
所
F
よ
ぢ
・卜
、
】
八
七
〇
年
の
中
頃
よ
り
一
入
七
三
輩
強
に
、資
本
金
三
、六
〇
〇
百
萬
馬
克
々
以
て
、九
五
八
の
株
式
會
肚
設
立
さ
れ
た
り
〕

そ
の
外
文
探
鑛
冶
金
業
及
諸
種

の
工
場
は
、非
凡
に
高
き
賃
銀
及
材
料
代
償
に
よ
り
、
叉
そ
の
常
時
の
非
常
事
情
に

相
癒
せ
る
生
産
能
力
に
よ
り
て
新
設
せ
ら
池
な
り
、
そ
の
外
大
仕
掛
な
る
新
鐵
道
工
事
、
市
街
軌
道
、
多
数

の
建

築
會
肚
、
.瓦
斯
及
水
道
會
砒
、
ボ
一7
ル
會
肚
、
醸
造
場
、
保

険
會
耐

、
商
事
経
鞍
倉
肚
等
は
興
さ
れ
な
り
、
さ
れ

ε
資
本
額
よ
り
親
し
て
第

一
位
に
立
て
る
は
、
新
設
銀
行
に
し
て
、
そ
は
叉
そ
の
他

の
諸
創
業
に
付
、
抜
群

の
働

.

を
な
せ
り
、
叉
當
時

の
投
機
需
用
に
相
慮
せ
る
新
設
事
業

ご
し
て
、
仲
立
人
銀
行
及
建
築
銀
行
起
れ
り
、
而
し
て

維
也
納
に
於
け
る
相
場
崩
落
か
、
避
け
難
き
反
動
氣
蓮
の
燐
火
を
揚
げ
b
塒
は
、
右
事
業
熱
二
年

忌
績
か
さ
る
時

な
り
き
踊
か
く
て
之
迄
に
形
態
鍵
更

に
よ
り
、
形
成

さ
れ
た
る
會
肚

の
盲
信
的
株
主
は
今
や
罷
れ
り
、
彼
等

の
關

係
せ
る
會
肚
は
、
非
常
需
用
の
短
期
周
経
渦
後
、
孚
常
事
情
の
下
に
あ
り
て
は
、
輕
微
な
る
利
彿
を
唾
、豫
期

せ
し

め
さ
る
か
如
き
過
大
資
本
額
を
負

へ
る
こ
ε
を
、
叉
新
設
探
鑛
及
冶
金
業
、
諸
機
械
製
造

工
場
も
」
是
等
に
比
し

「

前
途
有
望
な
り
ご
な
し
得

ざ
り
き
、
蓋

し

一
八
七
三
年
に
於
け
る
貨
物

の
需
用
、
同
時
に
天
時
に
石
炭
及
鐵

の
便

は
、
非
〃常
の
高
慢
に
達
せ
る
よ
り
、
雫
素

の
経
濟
塩
魚
情

に
瞬
岬
ら
は
、
自
然
に
相
當

の
度
合
に
、
引
戻
さ
る

Σ
の
要

あ
り
し
を
以
て
な
り
、
同
様
に
建
物
會
肚
に
つ
ぎ
て
は
、
そ
の
土
地
法
外
に
高
く
購

入
せ
ち
れ
、
そ
の
家
屋
は
法

外
に
高
き
経
費
を
投
し
て
建

て
ら
れ
し
も
の
な
れ
は
、
近
き
將
來
に
於
て
、
そ
の
放
資
相
慮
な
る
股
盆
を
、
學
け

齢

醗
.

纒
濟
循
環
期
論
〔四
、完
)

第
八
巷

(第
六
號

r五
三
.》

七
七
一

「



論

説
.

輝
河
循
環
期
論
(四
、完
)
.

第
八
巻

(第
六
號

五
四
〕

七
七
二

兼
ぬ

へ
き
こ
ε
曝
露
さ
れ
.た
り
、
銀
行
は
叉
日
々
に
減
憤

の
度
を
増
も
行
げ
る
證
券
を
移
し
べ
持
込
ま
れ
、
そ
の

株
主
は
是
等

の
證
券
か
、
財
界
有
力
者
中
よ
り
、
監
査
役
そ
の
他

の
幹
部
人
物
を
通
し
、
銀
行
に
推
し
つ
け
ら
れ
.

し
も

の
な
り
ε
.の
、
悪
経
験
を
繰
返
し
脛
験
す
る
の
要
あ
り
き
、
そ
の
外
諸
銀
行
は
彼
等
ε
關
係
あ
る
諸
新
企
業

に
謝
し
、
手
払
く
信
用
を
授
け
、
一
般
に
大
多
敬

の
新
設
事
業
は
、
始
動
よ
り
大
負
憺
を
負

へ
る
の
歌
あ
り
き
、
4

縫

會
を
馨

る
恐
慌
は
、
ズ

七
三
年
の
後
輩

に
於
け
・
、相
場
の
笙

窮

警

な
り
て
現
は
異

る
後
、

潜
行
性
に
蕾

む
に
至
り
、
破
産
、清
算
、
合
併
は
、
相
次
い
て
維
持

さ
れ
難
き
産
業
を
掃
蕩
し
、
伯
林
に
瞥
業
せ
る

株
式
會
肚

の
み
に
て
も
、

一
八
七
五
年

の
脛
過
中
清
算
せ
る
も

の
約
六
十
あ
り
、
多
く
の
大
企
業
は
叉
、
利
潤
な

し
に
そ
の
脛
讐
を
続
け
.な
り
、
こ
は
株
式
會
肚
に
あ
り
て
は
、
私
企
業
に
於
け
る
よ
り
も
、
忍

ひ
易
き
所
穴
り
、

か
く
て
又
恐
慌

の
影
響
は
、
敷
年
を
通
し
て
及
ぼ
さ
れ
だ
り
、
近
年

の
濁
逸
に
於
て
櫃
要

の
地
位
を
青
む
る
伯
林
.

の
散
大
銀
行
は
、
一
八
七
五
乃
至
七
八
年
に
最
も
低
き
配
當
を
な
し
、
就
中
二
銀
行

の
配
當
は
、
二
回
叉
は
三
回
無

配
當
な
、る
に
至
れ
り
、
探
鑛
冶
金
業
に
ご
り
て
も
亦
、
是
等

の
年
次

一
部

の
投
め
に
は
叉

一
八
七
九
年
も
街
、
最

も
器

た
り
・
彼
等
の
間
に
於
け
る
無
配
當
籍

な
ら
言

き
、
而
し
て
右
恐
慌
の
影
響
は
、

一
盛

生
需

限

ε
し
て
よ
り
も
、
代
償
の
引
下
け
ε
し
て
顯
は
る
ン
こ
ε
多
か
り
き
、
兎
網
角
鋭
鐵

の
生
産
は
、

一
八
七
三
年
の

二
二
四
萬
噸
よ
り
、

一
入
七
山
ハ
年

の

一
八
五
萬
顧
に
、
從

ひ
て
二
割
丈
け
減

し
た
る
の
み
な
る
も
、
そ
の
卒
均
代

傾
は
四
四
%
或
け
減
し
た
り
、
從
ひ
て

一
八
七
三
年
の
生
産
費
は
、
二
四
九
百
萬
馬
克

の
債
額
を
示
せ
る
も
、
七

六
年

の
分
は

一
一
五
百
萬
馬
克
を
示
せ
る
に
過
ぎ
す
、
從

ひ
て
前
者

の
宇
額
に
及
は
さ
り
き
、
七
七
乃
至
七
九
年

に
は
漸
次
そ
の
生
産
を
激
し
て
一r
殆
ん
と

一
入
七
三
年

の
生
産
量
ま
て
上
れ
る
も
、
そ
の
代
償
は
七
六
年
の
頃
拡
」



'

比
す
れ
ば
借
二
割
丈
け
減

し
な
り
、
乃
ち
大
企
業
の
生
存
執
着
に
よ
り
、完
う
せ
ら
れ
π
る
生
産
過
多
存

し
ね
り
α

.

事
情

の

一
改
善
は

天
.
八
○
年
に
至
り
て
始
め
て
起
り
、
そ
の
改
善
は
天
主

せ
し
て
原
費

の
節
減
に
よ
り
達

せ
ら

.

れ
π
り
。

,

†

五
.

-

縄
濟

は
循

環
七
て
窮

乱

す
る
所

な
く

、
繁
榮
、
恐
慌

、
不
景

氣

の
憂

は
常

に
繰

返

さ
る
、
少

く
ε
も
競
争

及
信

用
制
酸
業

を
支

配
す

る
間

は
、
黙

り
&
す

へ
き
も

の

Σ
如

し
、
さ

れ

ε
之

か

一
相

乃
ち
恐
慌

の
回
路

に
付

、
略
確

定
せ

る
循
環
期

を
立

定
せ
し

む
る
な
く

、
叉
之
あ

る
所
以

を
満

足

に
説

明
す

へ
き
學

説
な
き

に
似

な
り
、
而

し
て

蟹
隈

の
事
實

に
關

す

る
観

察
を

、
精
巧

な
ら

し
む

る

の
必

要
は
、

益

々
力
説

す

へ
き
も

の
、
如

し
。
而
も
亦
完

全

に
獲
露

さ
れ
π

る
急
性
恐
慌

と
し

て
、
経
済
界

に
大
動
凱

を
惹
起

す

へ
き
も

の
は
、
除

か
れ
得

へ
く
、
少

く
こ
も

そ

の
悪

影
響
を
大

に
緩

和
し
得

へ
.き
も

の
、
如

し
、
否
前

に
畢
老

中
繁

榮

か
時

ε
し
て
、
恐

慌
期

を
挿

ま
す
、
不

景
気

に
立
消

ゆ

へ
し
&
説
け

る
者
あ

る
を
、
引

け
惹
に
よ
り
て
も

明

か
な

る
か
如

↑

、
輓
近

の
恐
慌

は
最
早
天
災

的
だ

る
こ
ご
な
く
、
寧

ろ
蓬

か
に
緩

か
に
経
過

す

へ
き
は
、

一
般

に
認

め
ら

る
所

だ
り
、
加
之
學
者

に
よ
ヶ

て
は

嶺

逸

の
叢

に
立
脚
し
、
そ
の
初
め
は
不
景
氣
に
誓

、
長
期
恐
慌
款
聾

し
て
現
は
れ
し
も
二
人
吉

一老

入
年
》

次

い
で
そ

砂
状
態

も
亦

、
短
期

に
限

ら
る

、
に
至
.れ

り
二

八
八
七
及
入
牢
二

八
九
〇
1
九
四
年
、
[
九
〇
[
及
二
年
)
ε

の
説

を

な
す
、
兎

に
角

か

、
る
影
響

か
、
特

に
輓

近
産

業
事

情

の
下

に
て
は
、
長
期

に
及

ほ
さ̀

る
へ
し
ε
、
考

ふ

へ
き
事

.由
あ

り
、
蓋

し
生
産
過
多

は
従

前

の
學
者

、
睡
想

像

せ

る
か
如

く
、
.π

め
に
そ

の
生
産
者
を
促

し
て
.
生
産
を
制

限

せ
し
め
、
か
く
て

そ
れ
自
艘

注

し
て
、
救
治
作
用

を
惹

起

す

る
こ
ε
な
し
、
大
脛
瞥
増
進

ε
共

に
固
定
資
本
を
増

せ

購

読

脛
濟
循
環
潮
齢
〔四
、完
)

・
甥
入
巻

(第
六
號

五
五
〕

七
七
三

,
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論

説

縄
濟
循
環
期
論
(四
.完
)

、

第
八
巻

(第
六
號

五
六
)

七
七
四

る
か
π
め
に
、
生
産
制
限

の
方
法
を
ご
る
も
、
各
生
産
物
に
よ
り
負
播
さ
る

へ
き
総
脛
費

の
射
合
は
、
却
吻
て
増

大
し
、
叉
後
家
使
役
さ
れ
た
る
熟
練
勢
働
者
、
幾
分
か
解
雇
せ
ち
る
、
こ
ε
あ
る
へ
き
を
以
て
、
節
減

さ
れ
な
る

程
度
に
於
て
、
瞥
ま
る
、
生
産
を
高
債
な
ら
し
む

へ
き
を
以
て
な
り
、
さ
れ
は
生
産
過
多
現
存
す
る
際
、
生
産
者

は
寧

ろ
右
ご
反
封
に
、

一
層
多
量
に
生
産
せ
ん

ε
す
る
こ
ご
あ
る
へ
し
、
蓋

し
之
か
淀
め
に
生
産
物

の
原
質
は
減

す

へ
く
か
く
て
叉
他

の
競
争
者
を
扱
ん
し
て
、
飛
躍
す
る
こ
ε
あ
り
得

へ
き
を
以
て
菰
り
、
さ
れ
ε
か

、
る
最
低

経
費

へ
の
競
争
は
、
無
限
に
特
長
せ
ら
る
≧

ご
能
は
す
、
そ
の
間
薄
弱
な
る
企
業
倒
る

・
か
、
或
は
諸
生
産
者
損

ロ

カ
し
テ

ル

害
を
重
ね
て
賢
明
こ
な
り
、
團
結
し
て
需
肘
供
給
調
節

の
飛
め
、
諸
程
度

の
協
同
組
織
乃
ち
企
業
家
同
盟
を
結
ふ

へ
し
、
而
レ
て
そ
の
企
業
家
同
盟
は
、
恐
慌
又
不
景
氣
に
封
ず
る
、
絶
封
救
治
方
便
た
ら
す
ε
す
る
も
、
大
に
之

を
緩
和
し
得

へ
し
、
現
に
凋
逸
に
於
て
は
大
集
中
を
見
た
る
脛
螢
に
よ
り
、
綾
羅
菰
ら
さ
る
生
産
物
を
、
多
量
に

供
給
す

へ
き
性
質
あ
る
基
本
産
業
に
あ
り
て
は
、
之
を
試
み
て
割
合
に
頁
好
な
み
結
果
を
牧
め
な
り
、
実
れ
繁
榮

期
に
あ
り
て
は
特
に
か
Y
る
種
類

の
産
業
脱
す

へ
き
炭
山
及
鐵
工
業

の
範
圏

に
つ
き
、
同
盟
せ
る
企
業
家
も
亦
、

そ
の
生
産
に
努

め
て
そ
の
生
産
能
力
を
完
全
に
緊
張
せ
し
め
、
從
ひ
て
そ
の
代
償
高
者
際
、
夙
に
自
制
に
よ
り
、
r

未
来

の
反
動
を
豫
防
せ
ん
ε
す
る
こ
ご
居
か
り
き
、
さ
れ

ε
非
呪

へ
の
墜
醜
…始
ま
る
や
、
無
謀

の
競
争
に
よ
り
、

惹
起
さ
る

へ
き
代
償
低
落
を
防
く
こ
ε
に
、
そ
の
兵
略
を
向
け
な
り
、
素
よ
り
石
炭
及
鐵

の
代
償
を
、
出
來

る
丈

け
普
レ
く
下
落
せ
し
む
る
は
、
印
然
に
恢
復
期
に
向
ふ
の
氣
蓮
を
助
長
す

へ
き
も
、
同
盟
は
自
然

に
自
己

の
利
益

に
駆
ら
れ
て
行
動
せ
り
、
而
し
て

一
般
論

ピ
し
て
は
、
代
債

の
引
下
を
出
来
る
丈
げ
尠
く
し
て
、
生
産
を
大
に
節
減

す
る
は
、
生
産
制
限
を
尠
く
し
て
、
代
償
低
落
を
多
か
ら
し
む
る
よ
り
も
、
彼
等
に
ご
り
て
有
利
な
る
か
如
く
想

`
.

'



、

,

は
る
、
.さ
れ
建
前
に
も

一
言
せ
る
如
く
、
生
産
制
限
に
よ
る
も
総
経
費

の
大
部
分
は
依
然

ε
し
て
現
存
し
、
固
定

資
本
設
備
は
充
分
に
利
用

さ
れ
す
、
か
く
て
脛
鞍
は
出
乗

る
丈
け
廣
く
、
そ
の
從
來

の
規
模

を
維
持

せ
ん
と
し
、
.

そ
の
目
的
上
必
要

の
場
合
に
は
、
そ

の
生
産
物

の

一
部
を
引
下
げ
た
る
代
償
に
て
外
國
に
費

る
こ
ご
Σ
せ
り
、
こ

は
凋
逸

の
如
く
特
殊
め
輸
出
奨
師
策
を
探
り
し
所
、
容
易
に
そ

の
目
的
を
達
せ
し
所
に
し
て
.
同
時
に
又
内
國
代

債
を
高
慣
に
維
持
し
得

へ
し
。

同
様
に
原
料

の
生
産
よ
り
、
精
製
品

の
販
費
に
至
る
迄
、
互
に
連
続
せ
る
諸
生
産
階
段

の
全
系
列
を
、

一
、脛
管

に
結
表
す

へ
き
繕
大
企
業

菊
冨
器
き
葺
①
弓
筈
日
昌
αq
①昌
叉
は
所
謂
統
業

ぎ
滞
空
珪
8

は
叉
、

　
恐
慌

に
…罰
し
、・
濁

立
に
從
ひ
て

一
同
盟
に
加
盟
す
る
こ
ε
叛
く
し
て
、
そ
の
利
益

に
相
慮

せ
る
態
度
を
探
り
得

へ
し
、
乃
ち
之
か
だ

め
に
諸
生
産
者
間

に
於
け

る
、
信
用
關
係

の
敷
及
複
雑
を
減
し
、
そ
の
各
部
経
管
を
、
そ
の
時

々
の
市
場
歌
呪
に

慮
し
、
交
互
.に
調
節
せ
し
め
、
随
時
或
は
甲
或
は
乙
を
繁
忙
な
ら
し
む
る
を
得

へ
く
、
r特
に
生
産
過
程
上
消
費
者

ε
、
最
も
距
穴
れ

る
部
分
の
不
當
膨
脹
を
防
く
の
傾
向
あ
り
、
米
國
製
鋼
業
の
地
位
輩
固
な
る
は
、
藪
に
論
ず
る
か

如
き
主
旨

の

一
例

な
り
。
素
よ
り
か

Y
る
資
本

の
大
勢
力
及
大
同
盟

の
私
経
済
的
利
害
は
、
必
ず
し
も
公
衆

の
利

害

ご

一
致
せ
す
、
之
か
た
め
に
或
は
賃
傭
勢
働
者
の
、
購
買
力
を
改
善
せ
七
む
る
こ
ご
あ
る
.へ
き
も
、
こ
の
輓
近

構
成
に
し
て
將
來
益
々
駿
撰

せ
ん
か
、
之
に
劃
す
る
公
衆

の
肚
會
的
憂
慮
を
、
高
か
ら
し
む
る
の
事
由
は
確
か
に

増

さ
ん
、
而
も
亦

か

、
る
新
構
成

に
よ
り
、
全
般

ご
し
て
動
齪
に
封
ず
る
生
産
企
業
及
銀
行
事
業

の
抵
抗
力
を
高

む
へ
巻
は
否
定
す

へ
く
も
あ
ら
す
、
凋
逸

に
於
て
七
十
年
代

の
末
以
来
、
経
済

の
動
嬬
浮
沈
遜
速
に
相
次
い
て
起

る
も
、
過
渡

の
恐
慌
か
そ
の
総
影
響
上
、
割
合
に
弱
め
ら

る
る
に
至
り
し

一
大
事
情
は
、
確
か
に
右

の
事
情

に
蹄

舗

観

経
済
循
環
期
論
(四
、完
}
.

第
八
巻

(第
六
號

五
士
)

七
七
五

-



、

.

亀

諦

眈

輕
濟
循
環
期
論
(哩
完
覧

第
八
巻

(第
六
號

五
八
)
-
七
七
六

す

へ
し
と
せ
ら
る
。
.

恐
慌

の
影
響
を
緩
和
す
る
投
め
、
国
家
及
公
共
團
艦
も
貢
献
す
る
所
多
き
を
得

へ
し
、
特
に
算
勘
市
場
.に
及
ぼ

す
、
恐
慌

の
影
響
を
輕
易
な
ら
し
む
る
を
得

へ
し
、
道
路
修
築
そ
の
他

の
土
木
事
業
、土
地
改
良
事
業
等
を
、
出
凍

る
丈
け
私
企
業
不
振
及
下
層
民
失
業
の
聴
に
、
延
ば
す
乙
ご
に
よ
り
て
黙
り
、
而
も
亦
こ
の
影
響
は
官
業
及
公
楼

の
多
少
に
よ
り
左
右

さ
る
へ
ぐ
、
叉
此
作
用
に
付
多
き
を
期
待
し
得
さ
る
は
、
諸
丈
咀
國
に
喧
し
き
失
業
問
題
の
實

護
せ
る
所
な
り
、
ぞ
の
外
過
大
投
機
に
逆
抗
し
、
投
機
の
唯

一
目
的
に
出

つ
る
株
式
會
肚

の
設
立
振
張
を
、
困
難

な
ら
し
む

へ
き

一
切
.の
政
策
は
、
恐
慌

を
適
切
な
る
仕
方
に
て
制
限
す

へ
し
、
生
産
及
需
用
事
情

の
攣
動
を
通
報

.

す

へ
き
制
度
、
假
倉
は
領
事
館
の
詳
報
は
、
生
産
渦
多
を
未
前
に
防
く

の
材
料
穴
る
へ
し
。
そ
の
外
銀
行
持
に
大

中
央
銀
行
か
貸
付
及
割
引
歩
合

の
伸
縮
高
低
を
、
賢
明
に
統
制
す
る
か
た
め
に
、
急
恐
慌

の
曝
獲
を
防
ぎ
、
叉
そ

の
影
響
を
緩
和
す
6
の
力
、
多
か
る
へ
き
は
謂
ふ
迄
も
な
し
。

恐
慌
に
よ
る
.国
民
輕
濟
上
の
影
響
は
馬
多
く
の
方
面
よ
り
大
に
過
重
せ
ら
れ
、
他

の
方
面
隊
り
は
輕
覗
せ
ら
れ

π
り
、
窓
嘗
×
箋
[「子
の
如
き
は
恐
慌
を
以
て
、
驟
雨

に
よ
り
敷
物
を
薙
伏
せ
、
立
木
を
倒
す
も
、
之
ε
共
に
文
金

.

罷
ご
し
て
は
有
利
の
影
響
を
及
ぼ
し
、
損
害
よ
り
も
多
く
の
利
益
を
授
く

へ
き
、
嵐
に
轡

へ
な
り
、

一
の
投
機
公

行
状
態

か
、
結
局
避
け
難
き
反
動
に
よ
り
、
静
止

に
締
し
な
り
8
せ
は
、
之
を
以
て

】
幸
福
脱
す

へ
き
も
、
右
の

如
き
判
断
は
疑
も
な
く
樂
槻
に
過
ぎ
た
り
、
恐
慌
に
水

つ
く
現
存
資
本
貨
物

の
減
璽

株
式
そ
の
他
現
存
企
業
に

封
ず
る
持
分
の
相
場
下
落
、
之
か
直
接
結
果

と
し
て

の
多
撒
私
経
済
的
財
産

の
滅
落
、
支
碗
停
止
、
手
形

の
不
渡

及
工
場

の
休
機
、
勢
働
者

の
解
雇
等
そ
.の
影
響
は
飴

ウ
に
大
に
し
て
叉
永
続
す

へ
き
か
な
め
に
、
国
民
脛
濟
上
に

「



、

於
て
も
・
之
を
無
竃

繋

る
を
得
す
、是
等
の
轟

に
際
し
、現
存
生
産
方
便
の
給
付
能
力
か
、

蒔

の
腿

て

鼻

合
接

警

奮

を
得
書

せ
ん
か
、
そ
は
國
民
舞

上
に
於
て
も

一
撮
窮

す
へ
き
の
み
産

す
、
特
に

駿
多
の
勢
働
巻
を
し
て
仕
.事
を
離
れ
し
む
る
は
、
国
民
経
濟
上
客
観
的
に
も
、
老

の
生
産
を
減
少
せ
し
む
る
こ
8

に
當
る
・
繁
榮
の
際
他
の
活
動
殊
に
農
業
よ
り
、
引
抜
暴

れ
る
多
肇

働
者
の
助
力
を
得
て
、
利
潤
議

廃

せ
る
工
場
差

し
て
、
今
や
恐
築

に
臨
み
、
そ
の
生
需

限
井
に
之
に
相
慮
せ
る
勢
働
蘇

歴

よ
り
、
自
ら

損
失
を
免
れ
つ
、
、
勢
働
者
を
し
て
路
頭
に
迷
は
し
む
る
は
、
.国
民
所
得

の
分
配
上
、
過
度

の
苛
酷
又
不
正
脱
す

へ
き
も

の
あ
り
。
さ
れ
と
そ
の

一
面

に
於
て
、
相
場
低
落

の
た
め
に
、
そ
れ
丈
け
そ
の
國
に
損
失
を
及
.ほ
せ
り
ご
.

す
る
は
響

な
り
・
前
に
も

一
言
せ
る
如
く
、そ
の
以
前
に
於
け
る
蓄

財
馨

、の
褒

辞
償
は
、大
部
分
幻
影
的

れ
り
・
・
れ
は
投
欝

欝

の
み
・
土
山書

芸

、
騎

籍

の
婆

は
、
國
轟

濟
去

見
地
・
・
せ
は
、
洞

等
損
萎

ら
す
霧

昂
進
起
れ
る
に
先
ち
、
罠
會
跨

株
を
買
ひ
、
乏

を
醗

後
迄
持
縮
け
砦

者
は
、
蟹
餐

よ
る
永
遠
の
利
益
を
も
・
相
場
崩
落
に
よ
る
損
失
を
も
讐

オ
、
軍
.に
そ
の
財
産
を
増
せ
り
あ

一
.暗
迷
鰹

し
.

て
、
観
犀
實
際
た
ら
さ
る
を
曝
露
す

へ
き
も

の
に
、

一
時
耽
る
こ
ご
あ
る

へ
き

の
み
、
団
員
経
済
上
客
槻
的
貨
物

の
一
滅
却
は
・素
よ
り
之
に
よ
り
蕊

・
る
≧

こ
ぞ

.撃

ら
紫

皇

地
、
鑛
山
、
毒

、
鐵
導

は
、
凡

て
有
形
的
に
何
等
の
憂
動
を
見
す
、
唯
そ
の
詳
贋
上

減

少
集

れ
る
の
み
に
て
、
繰
返
し
完
全
に
生
産
、の
用
に

充
て
ぢ
る
へ
し
・
唯
是
等
攣
警

渦
中
に
撰
し
、
株
の
費
買
に
よ
り
重
大
の
損
失
象

れ
る
尖

め
に
、
已
む
を

得
す
そ
の
翼

姦

棄
す
・
鬱

念

ん
か
v
奮

に
蚤

膿
美

馨

笈

ほ
し
、
そ
の
損
害
は
他
雰

子
の

利
益
に
よ
り
、
全
禮
か
制
せ
る
よ
り
多

き
を
常
ご
ず

へ
し
、
し
か
も
亦
輓
近
通
信
方
便
を
益

々
よ
く
利
用
す
る
こ

論

殿

舞

循
獄

鵠
西
尭

}
.

契

巻

髪

號

五
九
)

七
七
七

、

」



-

、

講

説

麗
濟
循
環
期
論
(四
、完
)

第
八
巻

(第
六
號

宍
○
〉
.
七
七
八

.

ど
を
解

す
る
に
從

ひ
、
文
事
業
界

の
道
徳
的
成
熟
を

遂
げ
、
棺

當

の
利

潤
率

に
よ
れ

る
、
堅
實

、
齊
調
な

る
活

動

を
続
く

る
に
勢

む

る
こ
ご
、
出
來

る
丈

け
迅
速

に
富
裕

赴
ら
ん

ε
す

る
の
貪

慾
を
制

す

る
こ
ε
、
愈
多

き
に
從

ひ

国

民
纒
滑
止

に
於

け
る
爆
獲
顛
動

胤
は

、
愈
軽
減

さ

る

へ
し
。

個
人

こ
し
て
恐
慌

の
影
響

を
、
見

る

＼
の
途

に

つ
き
て
は
、
恰

も
英

國

に
於

て

一
八
七

八
年
炭
債
暴
騰

し
、
恐

慌

の
兆

あ
ら
ん

ご
せ

る
際

に
、
経
済
.學

初
歩

を
著

は
し
て
、

時
人

を
警
告

せ

る
ヂ
ェ
ウ
ナ
ン
ス
を

想
は

す
ん
は
非

す

、
氏
誡

め
て
曰
く

「
勢
働

者
、

資
本
家

、
投
機
者

そ

の
他

、
あ

る
種

類

の
脛
鞍

に
關

係
せ

る

一
切

の
人

々
か
、

極

め
て
繁
榮

な

る
産

業

に
次

い
で
凸

一
洗
衰

及
産
業

の
非
況

あ
る

こ
ε
、
確
か

な
る
を
忘

れ

さ
る
こ

ε
最
も
肝

要

な
り
」

一
般
規

則
注
し
℃
、
繁
榮

期

に
威

し

「恰

も
他

の
人

々
か

な
し

つ

、
あ

る
こ
こ
を
、
な
す

は
愚

な
り
、
盤

し
過
多

の
人

々
回
し
事
を

な
す
は
、
殆

ん
と
確

か
な
れ
は
な
り
」

又

「
一
新

工
場
、
.新
鑛
山

叉
は

一
種

の
事
業

を

興

す

に
最
良

な

る
時

は
、
産
業
不
潔

氣
に
し
て

、
賃
銀

及
利
子
低

き
時

に
あ
り
」
ビ
謂

ふ

へ
し
、
「
公
衆

は
自
己

の

責
め
に
注
意

す
る
こ

ε
を
解

し
、

そ
れ

に
從

ひ
て
行
動

す
る
こ

ご
を
知

る
迄

は
」
恐

慌

の
悪
影
響

を
蒙

る

へ
く

、

「
信

用
循

環

を
防

ぎ
得

へ
き
も

の
は
、
恰

も
そ

の
信
.用
循
環

の
智
識

に
外

な
ら
す
」
ご
。

若

し
夫
れ
本
邦
昨

年
末
以
來

の
、
経
済
界
攣

動

ご
そ

の
近

き
將

來

ε
に
付

て
は
、
今
全
く
之

を
判
断

せ
す
、
例

断

せ
さ

る
は
判
断

す
6

の
意

な
き

か
穴
め
な
ら
す
、
「
新
鮮

な
る

一
吟

味
」
を
遂

く

へ
き
、
特
殊
現
象

は
鯨
り
に
多

.

く

、
輕
卒

な
る
制
断

を
識

し
む

る
こ
ご
、
深

き
か
な

め
な
り

(附
言
。
本
誌
本
巻

[
五
「
頁
後
よ
リ
ニ
行
「此
貼
に
關
す
る
」
よ
り

「所
な
う
か
」
迄
除
く
)

.
f


